


新撰絹終焉の象徴“油小路の変”の取簾茫合：占
幕末と現代が交錯するオリジナル脚本の時代劇！
幕末の京都。鎖国で長く孤立状態にあった8本を変えるため、若者たちは様々な主義主張をぶつけ合い血を流し争っていた。

会津藩を脱藩した無名浪士・山川桜七郎は、近藤勇率いる新撰組と、伊東甲子太郎率いる御陵衛士の対立に巻き込まれていく一ー。

歴史的事件の裏側で、激動の時代をくぐり抜けた無名の人々＿武士・庶民の対立、愛、嫉妬、復閂、青春など、

現代にも通ずる人間のもがき続ける姿を映し出す。
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1853年（嘉永6) 6月 ペリーが浦賀に来航 1867年（慶応3) 3月 伊東甲子太廊ら13名が御霞衝士を

1854年（嘉永7) 3月日米和親条約が締結 結成して新撰絹から分離

1856年（安政3) 7月 米駐日総領事・ハリスが来日 6月 斬撰組の武田観綱畜が断殺される

1858年（安政5) 6月 日米修好通商条約に調印 10月 徳川慶喜が大政奉還を表明

9月 安政の大獄 11 月 坂本龍馬、中岡慎太郎が近江屋で殺害される

1860年（安政7) 3月 桜田門外の変（大老•井伊直弼の暗殺） 斬撰絹と御霞衛士による抗摯“油小躇の変”、

1863年（文久3) 3月 壬生浪士纏（のちの斬撰繍）が結成、 伊東甲子太廊ら4名が●死

会津藩お預かりとなる 12月 王政復古の大号令

8月八月十八日の政麦後、識名を斬撰編と 近璽勇が御隋衛士の残党に褪撃され、

改め御所Jill辺を警備する 1 重傷を貫う

1864年（元治元年） 6月 斬撰組が池田塵を襲撃（池田■事件） 1868年（明治元年） 1 月 鳥羽伏見の戟いを機に

10月 伊東甲子太郎らが斬鑽編に入臓 1 戊辰較争が始まる（新撰組も参戟）
1866年（慶応2) 1 月 薩長同盟が結ばれる 4月 近藤勇が斬政府軍に投隣、処刑される

7月 14代将軍・徳川家茂が病没 江戸城が無血開城される

12月 徳川慶喜が征夷大将軍に任命される 1869年（明治2) 5月 箱鱈戦争で土方織三が載死

旧爾府軍肝伏戊尿訳争終結
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油小路の変

慶応3年 (1867年） 11 月 18 日、

坂本離馬と中岡慎太郎が暗殺

されてから三日後の夜。新撰

組から分離し、御陵衛士を立

ち上げた伊東甲子太郎を、新

撰組の隊士たちが斬殺。彼ら

は凍てついた油小路の路上に

遺体を放置、死体を引き取り

に来る御陵衛士を熾減するた

め、息をひそめて待ち伏せた。

「数十本の指が散乱、人家の壁

に肉塊や血痕が幾つも残る」

壮絶な現場だったとの記録も

I横浜シネマジャック＆ベティ
にて区2.2，叶公開 I
叫5-243-9800 京急黄金町




